
◆NETIS登録番号は応募時点

1 QS-150032 - VE
循環式ハイブリッドブラストシス
テム

研削材の再利用および設備の車載対応が可能なブラ
スト工法 技術概要 1 発表資料 3

2 QS-200017 - A
河川洪水や高潮対策に対応可
能な鋼製止水壁

短期間での設置が可能で、スレンダーな構造幅の嵩
上げ工法 技術概要 24 発表資料 26

3 KT-220028 - A
リアルタイム洪水予測システム
（RiverCast）

予測地点での過去と現在の水位と雨量データを活用
した、クラウド対応型の水位予測システム 技術概要 37 発表資料 39

4 QS-200016 - A
コンクリート補強用ナイロン繊維
（ニュークリート　セカンド）

ひび割れ抑制等コンクリート・モルタルの弱点を補うナ
イロン短繊維 技術概要 62 発表資料 64

5 KT-220058 - A
アルカリ法面緑化用液状中和
剤「ドクターペーハー液剤」

アルカリ性土壌で築立された法面緑化のための液状
の中和剤 技術概要 71 発表資料 73

6 KT-190128 - A 高圧CSB 高土かぶり対応遠心成形高強度パイプカルバート 技術概要 78 発表資料 80

7 QS-190014 - A
SLVアンカー(スリーブ打込み式
メネジアンカー)

追従拡張機能、施工確実性を有した安全確立型のあ
と施工アンカー 技術概要 88 発表資料 90

8 KKK-190002 - A ノルトロックワッシャー 摩擦に依存しないボルトナットの緩み止めシステム 技術概要 94 発表資料 96

9 KT-190005 - A 蒸気圧破砕薬用IC段発着火具
非火薬蒸気圧破砕薬(ガンサイザー)用IC段発着火具
による多段並びに低振動破砕 技術概要 101 発表資料 103

10 SK-220004 - A ピン接続SqC長尺橋梁工法 鋼管SqC桟橋架設上部工法 技術概要 113 発表資料 115

11 KT-190097 - A
傾斜監視クラウドシステム
(OKIPPA)

センサボックスだけで始められる傾斜監視クラウドシ
ステム 技術概要 134 発表資料 136

12 KK-130026 - VE
走行型高速3Dトンネル点検シス
テム MIMM(ミーム)

点検時の交通規制が不要で、高速走行しながらトンネ
ル覆工壁面カラー画像と高精度な三次元空間位置
データを効率よく取得するシステム

技術概要 148 発表資料 150

13 QS-220002 - A
自己治癒機能型高性能収縮低
減剤「パワーヒーリング－ＡＤ」

ひび割れの自己治癒組成物が含有され水密性の向
上により耐久性が向上 技術概要 163 発表資料 165

14 KK-170018 - A
プレキャストPCT桁橋「SCBR工
法」

支承上にプレキャスト横梁を設置し、それを介してプレ
キャストT桁を連結するPC連結T桁橋 技術概要 176 発表資料 178

15 OK-170003 - A
エポキシ樹脂で被覆したPC鋼よ
り線を用いた金属製グラウンド
アンカー

高耐食・高耐力グラウンドアンカー工法／Ｆｉｘｒ（フィク
サ）グラウンドアンカー工法／チュラシマグラウンドア
ンカー工法

技術概要 190 発表資料 192

16 OK-170002 - VR
侵食防止及び植生の自然侵入
促進をはかる土壌藻類資材

侵食防止効果を発揮するバイオロジカル・ソイル・クラ
ストを地表面に早期形成し、植生侵入を促進させる先
駆植物資材

技術概要 206 発表資料 208

17 CBK-210001 - A
地下空洞、空間の充填技術
「ジュウテンバッグ工法」

港湾施設・海岸保全施設や道路等に発生した空洞
を、袋体とLSS流動化処理土で補強する技術 技術概要 219 発表資料 221

18 KT-190078 - A
shamen-net計測情報提供サー
ビス

GPS/GNSS衛星測位を用いた高精度三次元自動変
位計測・監視サービス 技術概要 231 発表資料 233

19 Ｆハイリバー工法 河川護岸工法（ハイフレーム工） 技術概要 243 発表資料 245
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建設後、50年以上経過する港湾岸壁（水深4.5ｍ以深）が2023年には約32％、
2033年には約58％となり、堤防の老朽化による空洞化が深刻な問題になりつつあります。
従来の工法を進化させ、護岸工事の課題を解決、より安全に確実に修復する新工法です。

ジュウテンバッグ工法
護岸工事などの空洞補修・補強

直径10～20㎝の充填孔より
新開発の「ジュウテンバッグ」を折り畳んだままで挿入。
バッグの中にLSSを充填、水中でも流出せず施工が可能です。
従来の工法では安全、確実ではありませんでした。
従来の砕石を利用した埋め戻し方法は、締固めが難しく、再空洞化の
懸念があり、また空洞化により不安定な地盤での大型重機を使用した
工事には安全性にも問題があります。スラリー系の充填材による充填でも、
水中に流出の可能性があるために空洞化の原因を特定した上で使用する
必要がありました。

LSS+「ジュウテンバッグ」で護岸工事を進化。
スラリー系の充填材の課題であった流出防止、ロス低減の解決策として、
LSS充填用の袋体（ジュウテンバック）を開発。地下の空洞内に従来の充填孔
から折り畳んで地下空洞に挿入、LSSを充填します。ジュウテンバックは
空洞内で形状なりに膨らみます。袋体に収まっているので流出の恐れも
ありません。

腐食、劣化

ポンプ車 アジテーター車

打設菅

LSS

□ 空洞化の原因を特定、補修をしなくても施工が可能。

□ 水中の施工も可能。

□ 地面の掘削は最小限で工期も短縮。

□ 大型重機を必要としないため、施工が簡易で安全。

矢板

10～20㎝

特許出願中

※「ジュウテンバッグ」は、アキレス株式会社の商標です。

空洞の大きさに合わせた専用の袋帯にLSSを充填。
空洞いっぱいまで膨らみ閉塞します。

ジュウテンバッグ 充填孔

国土交通省
新技術情報提供システム

CBK‐210001A
NETIS認定
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作業フロー

使用する袋体の仕様（大きさ）を決定するため空洞内の形状と容積を空洞カメラなどで予め調査し、
空洞の大きさに合ったジュウテンバッグを制作、打設を行います。

LSS+ジュウテンバッグによる護岸等空洞充填工事の施工方法

流動化処理土は、旧建設省の土木研究所と共同開発された特許工法（材料）であり、
LSS®は流動化処理研究機構の正会員として開発・管理される信頼性の高い埋戻し材です。
※「ジュウテンバッグ」は、アキレス株式会社の商標です。

充填孔設置工（コア削孔） ▶  空洞カメラ調査  ▶  袋体制作  ▶  傾斜設計値 ▶

空洞充填作業  ▶  充填完了（充填確認） ▶  充填孔閉塞工

徳倉建設は流動化処理工法
研究機構の正会員です。

■広範囲の空洞への施工例

必要な範囲
にのみ充填

《例》不要になった休止菅
　   (マンホールなど)の閉塞

ＬＳＳ ジュウテン
バッグ

エア抜き、
充填確認孔

空洞が広範囲にわたる場合、特定
の範囲をジュウテンバッグで塞き
止め、範囲外への流出を防ぐことで
必要な箇所への充填を無駄なく
行うことが可能です。

工法のお問い合わせは 取り扱い店

（流動化処理工法研究機構正会員）
〒460-8615 愛知県名古屋市中区錦3丁目13番5号
電話：052-961-3271(代表)/ＦＡＸ：052-971-1570
https://www.tokura.co.jp/

お問い合わせ ご用命は下記よりお問い合わせください。

流動化処理土は流動性に富み適度な強度をもつため、特に狭い空間の埋戻しや充填、
上下水道管・電力ケーブルなどの埋戻しなどに広く用いられている画期的な埋戻し材です。

●特許取得済：技術、特許工法「特許番号：4482411号」等
●グリーン購入法特定調達品目に認定「LSS®流動化処理土」とは

●締固め不要の埋戻し材 ●材料の分離が少ない ●ポンプの圧送が可能
●水中の打設が可能 ●再掘削が可能（強度コントロール） ●液状化しない 流動化処理工法について

徳倉建設ホームページ
流動化処理工法研究機構

※必要に応じてエア抜き、充填確認孔を設置します。

空洞カメラ調査 ジュウテンバッグの制作 傾斜計設置状況

打設状況（袋体） 打設状況（機械）
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最新の斜面情報をリアルタイムで確認でき、発注者と施工者での情報共有ができます。

インターネット

監視センター監視センター監視センター

工事事務所工事事務所工事事務所 現場事務所現場事務所現場事務所
PCPCPC

タブレットタブレットタブレット スマホスマホスマホ

インターネットで　いつでもどこでもインターネットで　いつでもどこでも

地すべり監視支援サービス
GPS/GNSSによる
地すべり監視支援サービス
GPS/GNSSによる
地すべり監視支援サービス
GPS/GNSSによる

shamen-net研究会

http://www.shamen-net.org/http://www.shamen-net.org/
shamen-net 研究会

shamen-net計測情報提供サービス
NETIS登録技術：KT-190078-A

計測の専任技術者が24時間監視する
管理支援サービスです。

技術者の24時間サポート

悪天候時や夜間でも、
常時計測が可能です。

悪天候時の計測が可能

三次元変位計測により
計測対象の挙動を詳細に把握します。

三次元計測が可能

計測データを常に新しい手法で解析するため、
高精度(±1～1.5mm)の計測が可能です。

高精度なGPS計測

人行けない場所で連続監視したい人行けない場所で連続監視したい

大規模地すべりの挙動を効率的に把握したい大規模地すべりの挙動を効率的に把握したい

構造物の沈下を知りたい構造物の沈下を知りたい

夜間・悪天候には計測できない夜間・悪天候には計測できない

こんなことでお困りではないですか？こんなことでお困りではないですか？
危険箇所や
立ち入り困難な箇所での
計測が可能です。

危険箇所や
立ち入り困難な箇所での
計測が可能です。
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http://www.shamen-net.org/http://www.shamen-net.org/
shamen-net 研究会

shamen-net研究会

事務局（国際航業株式会社）shamen-net研究会
〒183-0057
東京都府中市晴見町2-24-1

TEL：042-307-7210
FAX：042-330-1034  E-mail: inquiry_web-form@shamen-net.org

http://www.shamen-net .org/http://www.shamen-net .org/http://www.shamen-net .org/
担当： 広報委員長　飯島 功一郎

お問合せ

GNSS アンテナ

GNSS アンテナ
GNSS 受信機

無線 LAN
アンテナ

3Gアンテナ

GNSS 受信機

GPS受信機

GPSアンテナ

回線集約器

GPS/GNSSセンサー

GPS/GNSSセンサー

GPS/GNSSセンサー

GPS/GNSSセンサー

携帯電話回線

データ

インターネット

監視センター
(解析・作図・配信)

無線LAN

無線方式

平面ベクトル図

時系列変位グラフ

雨量との
比較

現場全体の
変位状態を
可視化

三次元
データを
時系列で
可視化

計測対象、現地環境に応じて最適なシステム構成に対応可能計測対象、現地環境に応じて最適なシステム構成に対応可能計測対象、現地環境に応じて最適なシステム構成に対応可能

非常にシンプルな構成です！

現場システムの構成現場システムの構成現場システムの構成

shamen-netは、GPS/GNSS測位技術により、
地すべり、道路斜面、ダム、橋梁等の変位を高
精度に自動計測し、24 時間 365日運用の監視
センターで変位挙動を常時監視するサービス
です。

計測値は、時系列統計処理（トレンドモデル）に
よる誤差処理を実施し、最高で±1mmの精度で
変位検出が可能です。監視センターでは、変位発
生の有無や機器のヘルスチェックを常時行い、
異常を検知次第、速やかに管理者へ通報します。

計測対象箇所に GPS/GNSS 受信機を設
置、計測データを監視センターに送信し、
ほぼリアルタイムで三次元変位量を解析
します。解析結果は、WEB 上の専用サイ
トで閲覧できます。

これまでに累計 450 現場以上の監視実績
を有しており、近年多発する土砂災害で
の適用や、老朽化が著しい各種土木構造物
などの維持管理において有効活用されて
います。

1. 2.

3. 4.

shamen-net 計測情報提供サービスの特徴shamen-net 計測情報提供サービスの特徴shamen-net 計測情報提供サービスの特徴

こんな現場におすすめします！こんな現場におすすめします！こんな現場におすすめします！

危険で
人が入れない現場

危険で
人が入れない現場

危険で
人が入れない現場

大規模で
広範囲の監視が
必要な現場

大規模で
広範囲の監視が
必要な現場

大規模で
広範囲の監視が
必要な現場

切土・盛土
施工等により
不安定な斜面

切土・盛土
施工等により
不安定な斜面

切土・盛土
施工等により
不安定な斜面

トンネル坑口等の
地すべり監視
トンネル坑口等の
地すべり監視
トンネル坑口等の
地すべり監視

ダム湛水域の
地すべり監視
ダム湛水域の
地すべり監視
ダム湛水域の
地すべり監視
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多⾃然川づくり対応

⾼密度ポリエチレン（HDPE)
  ⼩型（コンパクト）＆軽量

充填材 材料 ：発⽣砂利 ⼜は 単粒度砕⽯/割栗⽯
粒径 ：「護岸の⼒学設計法」”掃流−⼀体性が強い”モデル

セル⾼ ：粒径X3倍程度（鉄線籠型護岸設計より）
施⼯⼿順

１：切断・追加の場合は、仮置き場で事前に加⼯しておく
２：天端部（or天端⼯）に仮杭を打設
３：Ｆハイリバーを天端に移動
４：Ｆハイリバーを仮杭に掛ける
５：法覆⼯⽅向（下⽅）に展開する。幅留枠使⽤法では展開時装着する
６：法尻部を固定する
７：3列⽬を同様に施⼯する。１列⽬と2列⽬をステープルで留める

施⼯単価と施⼯速度 （流速=6.0m/s  勾配=1:2.5  ⽔深=4.0m  程度の場合）
⼯法
材料
施⼯

計（％） （100%） (46%)
施⼯速度 1倍 6.2倍

Ｆハイリバー⼯法
テーマ設定型技術 選定

⼤型ブロック張（350kg/m2) Ｆハイリバー(HyP04-300)

敷設状況

\12,000/m2

\5,000/m2
\600/m2（発⽣砂利）

備考

\12,000/m2（材⼯）

（株）ジオベクトル  011-820-1181
okada@geovectorjapan.com

70m2/⽇
￥5,600/m2
450m2/⽇

製品記号 個/束 束/段 段数 個数 重量/個 重量/Pt ⾯積/個(㎡） 展開⾯積/Pt 重量/㎡
HyP04-300-25 1 3 3 9 58.5kg 526.5kg 37.0㎡ 333.0㎡ 1.58kg/㎡
HyP05-200-25 1 3 5 15 39.0kg 585.0kg 29.0㎡ 435.0㎡ 1.35kg/㎡
HyP08-100-25 1 3 10 30 19.5kg 585.0kg 18.0㎡ 540.0㎡ 1.05kg/㎡

50cm程度

α：充填材をバックホウで充填する
β：バックホウのバケットで圧転する
γ：表面の整形

法覆工が長い場合はロングアーム/
テレスコ仕様とする

表面整形用に、作業員を配置する

※充填材施工は下端部から天端方向に順次行う
※充填材の平均粒径は、”力学設計法”で決まっている
※充填材は、河川砂利/購入骨材

※充填材はバックホウ作業範囲内
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多⾃然川づくり 「多⾃然川づくり」と「多⾃然型川づくり」の相違点として、以下の3点
○地域の暮らしや歴史・⽂化に結び付いた川づくりとする（多⾃然川づくりの定義）
○川づくりのあらゆるプロセスを通じて「多⾃然川づくり」を実現する
○「多⾃然川づくり」はモデル事業ではなく、すべての川づくりの基本である。

多⾃然川づくりで適⽤される施⼯技術
施⼯箇所に存在する植物や⽊、⽯などの素材を利⽤して施⼯する
表⾯をコンクリートのままにするのではなく、覆⼟を利⽤して隠し護岸とする

Ｆハイリバー⼯法の構成 充填材：単粒度砕⽯（60ｍｍ）｛空隙30％に客⼟混⼊｝

「カンクン（コペンハーゲン）合意に基づき【環境政策の動向と今後の取組】

素材製造時の発⽣Co2量
・コンクリート製品 270kg/m3 ⽇本建設業連合会：低炭素型コンクリートの普及に向けて
・ハイパーセル 1.52kg/PE樹脂 ⼀般社団法⼈プラスティック環境利⽤協会
運搬に係わる発⽣Co2量

国⼟交通省：運輸部⾨に於けるCo2排出量
施⼯⾯積 100m2当り

Co2削減率は、Ｆハイリバーでは約95％となる

国交省重点取組に対応

６週間⽣育後 6.5m/sの実験後

3225[g-Co2/ﾄﾝkm]

Ｆハイリバー⼯法
テーマ設定型技術 選定

（株）ジオベクトル  11-820-1181
okada@geovectorjapan.com

製造時 ﾄﾝ 運搬時 kgCO2計 ﾄﾝ 削減率
0.0988 4.39 0.10 300ｋｍ
2.70 155.25 2.86 30ｋｍ

⼯法
Ｆハイリバー・ハイフレーム

96.5%コンクリートブロック張

備考

運搬距離
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